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(57)【要約】
【課題】移動体に取り付ける緩衝機構の構成の簡素化を 
図る。
【解決手段】緩衝機構１０は、第１支持部材２、第２支 
持部材３、及び摩擦機構４を備えている。第１支持部材 
２は、第１摩擦面２２を有する。第２支持部材３は、第 
１摩擦面２２と接触する第２摩擦面３２を有する。第２ 
支持部材３は、第１支持部材２に対して相対移動するよ 
うに配置される。摩擦機構４は、第１支持部材２と第２ 
支持部材３とが互いに相対移動するときに第１摩擦面２ 
２と第２摩擦面３２との間で摩擦力を発生させるように 
構成される。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　6　　ＯＬ　（全11頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 移 動 本 体 部 と 接 触 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ る 緩 衝 機 構 で あ っ て 、
　 第 １ 摩 擦 面 を 有 す る 第 １ 支 持 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 摩 擦 面 と 接 触 す る 第 ２ 摩 擦 面 を 有 し 、 前 記 第 １ 支 持 部 材 に 対 し て 相 対 移 動 す る  
よ う に 配 置 さ れ る 第 ２ 支 持 部 材 と 、
　 前 記 第 １ 支 持 部 材 と 前 記 第 ２ 支 持 部 材 と が 互 い に 相 対 移 動 す る と き に 前 記 第 １ 摩 擦 面 と  
前 記 第 ２ 摩 擦 面 と の 間 で 摩 擦 力 を 発 生 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 摩 擦 機 構 と 、
を 備 え る 、 緩 衝 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 １ 支 持 部 材 は 、 移 動 方 向 に 沿 っ て 長 手 方 向 を 有 す る 第 １ 長 孔 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 第 １ 長 孔 と 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 貫 通 孔 を 有 し 、
　 前 記 摩 擦 機 構 は 、 前 記 第 １ 支 持 部 材 と 前 記 第 ２ 支 持 部 材 と を 締 結 す る 締 結 部 材 で あ り 、
　 前 記 締 結 部 材 は 、 前 記 第 １ 長 孔 及 び 前 記 貫 通 孔 を 貫 通 す る 軸 部 を 有 す る 、
請 求 項 １ に 記 載 の 緩 衝 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ 支 持 部 材 は 、 前 記 移 動 方 向 に お い て 第 １ 側 に 相 対 移 動 し 、
　 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 移 動 方 向 に お い て 第 ２ 側 に 相 対 移 動 し 、
　 前 記 第 １ 長 孔 は 、 前 記 第 １ 側 に 配 置 さ れ る 第 １ 端 部 、 及 び 前 記 第 ２ 側 に 配 置 さ れ る 第 ２  
端 部 を 有 し 、
　 前 記 第 １ 支 持 部 材 は 、 前 記 第 １ 長 孔 の 前 記 第 ２ 端 部 か ら 前 記 第 ２ 側 に 延 び る 第 ２ 長 孔 を  
有 し 、
　 前 記 第 １ 長 孔 は 、 前 記 軸 部 の 直 径 以 上 の 幅 を 有 し 、
　 前 記 第 ２ 長 孔 は 、 前 記 軸 部 の 直 径 よ り も 小 さ い 幅 を 有 す る 、
請 求 項 ２ に 記 載 の 緩 衝 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ 支 持 部 材 は 、 前 記 第 １ 支 持 部 材 を 挟 む よ う に 配 置 さ れ る ２ 枚 の 第 ２ プ レ ー ト を  
有 す る 、
請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 緩 衝 機 構 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 支 持 部 材 は 、 前 記 第 ２ 支 持 部 材 を 挟 む よ う に ２ 枚 の 第 １ プ レ ー ト を 有 す る 、
請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 緩 衝 機 構 。
【 請 求 項 ６ 】
　 移 動 本 体 部 と 、
　 接 触 部 材 と 、
　 前 記 移 動 本 体 部 と 前 記 接 触 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ る 請 求 項 １ か ら ５ の い ず れ か に 記 載 の  
緩 衝 機 構 と 、
を 備 え る 、 移 動 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 緩 衝 機 構 、 及 び 移 動 体 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ハ ン ド リ フ ト 、 台 車 、 又 は 車 椅 子 な ど の 移 動 体 に 駆 動 ユ ニ ッ ト を 取 り 付 け て 、 移 動 体 の  
性 能 を 高 め る こ と が 提 案 さ れ て い る 。 駆 動 ユ ニ ッ ト は 、 車 輪 を 回 転 駆 動 す る た め の モ ー タ  
を 有 し て い る （ 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 し た よ う に 移 動 体 に 駆 動 ユ ニ ッ ト を 取 り 付 け る と 、 衝 突 時 の 衝 撃 が 大 き く な る と い  
う 問 題 が あ る 。 そ こ で 、 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ に 示 す よ う な 衝 撃 吸 収 バ ン パ ー 装 置 を 取 り 付  
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け る こ と が 考 え ら れ る 。 こ の 衝 撃 吸 収 バ ン パ ー 装 置 は 、 バ ン パ ー の 背 部 に 板 バ ネ を 取 り 付  
け 、 そ の 板 バ ネ に シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー を 連 結 し て い る 。 こ の シ ョ ッ ク ア ブ ソ ー バ ー は 、  
空 気 圧 又 は 油 圧 式 の ア ク チ ュ エ ー タ 及 び 弾 性 部 材 な ど を 有 し て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 表 ２ ０ １ ４ － ５ １ ２ ３ ０ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ４ ８ ８ ８ ３
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 述 し た よ う な 衝 撃 吸 収 バ ン パ ー 装 置 は 、 構 造 が 複 雑 に な る と い う 問 題 が あ る 。 そ こ で  
、 本 発 明 の 課 題 は 、 移 動 体 に 取 り 付 け る 緩 衝 機 構 の 構 成 の 簡 素 化 を 図 る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 第 １ 側 面 に 係 る 緩 衝 機 構 は 、 移 動 本 体 部 と 接 触 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ る 。 緩 衝  
機 構 は 、 第 １ 支 持 部 材 、 第 ２ 支 持 部 材 、 及 び 摩 擦 機 構 を 備 え て い る 。 第 １ 支 持 部 材 は 、 第  
１ 摩 擦 面 を 有 す る 。 第 ２ 支 持 部 材 は 、 第 １ 摩 擦 面 と 接 触 す る 第 ２ 摩 擦 面 を 有 す る 。 第 ２ 支  
持 部 材 は 、 第 １ 支 持 部 材 に 対 し て 相 対 移 動 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 摩 擦 機 構 は 、 第 １ 支 持  
部 材 と 第 ２ 支 持 部 材 と が 互 い に 相 対 移 動 す る と き に 第 １ 摩 擦 面 と 第 ２ 摩 擦 面 と の 間 で 摩 擦  
力 を 発 生 さ せ る よ う に 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 移 動 体 が 衝 突 し た と き 、 接 触 部 材 が 移 動 本 体 部 に 近 付 く よ う に 移 動  
す る 。 こ れ に し た が い 、 第 １ 支 持 部 材 と 第 ２ 支 持 部 材 と が 互 い に 相 対 移 動 す る 。 こ こ で 、  
摩 擦 機 構 に よ っ て 、 第 １ 摩 擦 面 と 第 ２ 摩 擦 面 と の 間 で 摩 擦 力 が 発 生 す る た め 、 衝 突 時 の 衝  
撃 を 吸 収 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 構 成 さ れ た 緩 衝 機 構 は 、 空 気 圧 又 は 油 圧 式 の ア ク  
チ ュ エ ー タ な ど を 必 要 と し な い た め 、 そ の 構 成 を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ 支 持 部 材 は 、 移 動 方 向 に 沿 っ て 長 手 方 向 を 有 す る 第 １ 長 孔 を 有 す る 。  
第 ２ 支 持 部 材 は 、 第 １ 長 孔 と 対 向 す る よ う に 配 置 さ れ た 貫 通 孔 を 有 す る 。 摩 擦 機 構 は 、 第  
１ 支 持 部 材 と 第 ２ 支 持 部 材 と を 締 結 す る 締 結 部 材 で あ る 。 締 結 部 材 は 、 第 １ 長 孔 及 び 貫 通  
孔 を 貫 通 す る 軸 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ 支 持 部 材 は 、 移 動 方 向 に お い て 第 １ 側 に 相 対 移 動 す る 。 第 ２ 支 持 部 材  
は 、 移 動 方 向 に お い て 第 ２ 側 に 相 対 移 動 す る 。 第 １ 長 孔 は 、 第 １ 側 に 配 置 さ れ る 第 １ 端 部  
、 及 び 第 ２ 側 に 配 置 さ れ る 第 ２ 端 部 を 有 す る 。 第 １ 支 持 部 材 は 、 第 １ 長 孔 の 第 ２ 端 部 か ら  
第 ２ 側 に 延 び る 第 ２ 長 孔 を 有 す る 。 第 １ 長 孔 は 、 軸 部 の 直 径 以 上 の 幅 を 有 す る 。 第 ２ 長 孔  
は 、 軸 部 の 直 径 よ り も 小 さ い 幅 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 好 ま し く は 、 第 ２ 支 持 部 材 は 、 第 １ 支 持 部 材 を 挟 む よ う に 配 置 さ れ る ２ 枚 の 第 ２ プ レ ー  
ト を 有 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 好 ま し く は 、 第 １ 支 持 部 材 は 、 第 ２ 支 持 部 材 を 挟 む よ う に ２ 枚 の 第 １ プ レ ー ト を 有 す る  
。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 側 面 に 係 る 移 動 体 は 、 移 動 本 体 部 、 接 触 部 材 、 及 び 上 記 い ず れ か の 緩 衝 機  
構 を 備 え る 。 緩 衝 機 構 は 、 移 動 本 体 部 と 接 触 部 材 と の 間 に 配 置 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 移 動 体 に 取 り 付 け る 緩 衝 機 構 の 構 成 を 簡 素 化 す る こ と が で き る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 移 動 体 の 概 略 側 面 図 。
【 図 ２ 】 緩 衝 機 構 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 第 １ 支 持 部 材 の 第 １ 及 び 第 ２ 長 孔 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 衝 突 後 の 緩 衝 機 構 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 衝 突 後 の 第 １ 及 び 第 ２ 長 孔 を 示 す 図 。
【 図 ６ 】 衝 突 後 の 第 １ 及 び 第 ２ 長 孔 を 示 す 図 。
【 図 ７ 】 変 形 例 に 係 る 緩 衝 機 構 の 断 面 図 。
【 図 ８ 】 変 形 例 に 係 る 緩 衝 機 構 の 断 面 図 。
【 図 ９ 】 変 形 例 に 係 る 第 ２ 支 持 部 材 の 貫 通 孔 を 示 す 図 。
【 図 １ ０ 】 変 形 例 に 係 る 緩 衝 機 構 の 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ［ 移 動 体 ］
　 以 下 、 本 実 施 形 態 に 係 る 移 動 体 に つ い て 図 面 を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明  
に お い て 、 移 動 方 向 と は 、 移 動 体 が 被 衝 突 体 と 衝 突 し た 時 に 第 １ 支 持 部 材 及 び 第 ２ 支 持 部  
材 が 互 い に 相 対 移 動 す る 方 向 を 意 味 す る 。 ま た 、 移 動 方 向 に お け る 第 １ 側 と は 、 移 動 体 が  
被 衝 突 体 と 衝 突 し た 時 に 第 １ 支 持 部 材 が 第 ２ 支 持 部 材 に 対 し て 相 対 移 動 す る 側 で あ る 。 ま  
た 、 移 動 方 向 に お け る 第 ２ 側 と は 、 移 動 体 が 被 衝 突 体 と 衝 突 し た 時 に 第 ２ 支 持 部 材 が 第 １  
支 持 部 材 に 対 し て 相 対 移 動 す る 側 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 移 動 体 の 概 略 側 面 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 移 動 体 １ ０ ０ は 、 移 動 本 体 部  
１ １ と 、 接 触 部 材 １ ２ と 、 緩 衝 機 構 １ ０ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ［ 移 動 本 体 部 ］
　 移 動 本 体 部 １ １ は 、 駆 動 輪 １ １ １ 、 及 び 駆 動 源 １ １ ２ を 有 し て い る 。 駆 動 源 １ １ ２ は 、  
駆 動 輪 １ １ １ を 駆 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 駆 動 源 １ １ ２ は 、 例 え ば 、 電 気 モ ー タ な  
ど で あ る 。 移 動 本 体 部 １ １ と し て 、 ハ ン ド リ フ ト 、 台 車 、 無 人 搬 送 車 、 車 椅 子 、 又 は キ ッ  
ク ボ ー ド な ど を 例 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 接 触 部 材 １ ２ は 、 水 平 方 向 に お い て 、 移 動 本 体 部 １ １ と 間 隔 を あ け て 配 置 さ れ て い る 。  
例 え ば 、 接 触 部 材 １ ２ は 、 移 動 本 体 部 １ １ の 前 方 に 配 置 さ れ て い る 。 な お 、 接 触 部 材 １ ２  
は 、 移 動 本 体 部 １ １ の 側 方 、 又 は 移 動 本 体 部 １ １ の 後 方 に 配 置 さ れ て い て も よ い 。 移 動 体  
１ ０ ０ が 被 衝 突 体 １ ０ １ と 衝 突 す る 時 に 、 接 触 部 材 １ ２ が 被 衝 突 体 １ ０ １ と 直 接 接 触 す る  
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ［ 緩 衝 機 構 ］
　 緩 衝 機 構 １ ０ は 、 移 動 本 体 部 １ １ と 接 触 部 材 １ ２ と の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 緩 衝 機 構 １  
０ は 、 移 動 体 １ ０ ０ が 被 衝 突 体 １ ０ １ に 衝 突 し た 際 に 、 そ の 衝 撃 を 吸 収 す る よ う に 構 成 さ  
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 緩 衝 機 構 の 概 略 断 面 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 緩 衝 機 構 １ ０ は 、 第 １ 支 持  
部 材 ２ 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ 、 及 び 摩 擦 機 構 ４ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ［ 第 １ 支 持 部 材 ］
　 第 １ 支 持 部 材 ２ は 、 接 触 部 材 １ ２ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 第 １ 支 持 部 材 ２ は 、 接  
触 部 材 １ ２ と 一 つ の 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 第 １ 支 持 部 材 ２ は 、 別 の  
部 材 を 介 し て 接 触 部 材 １ ２ に 取 り 付 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 移 動 体 １ ０ ０ が 被 衝 突 体 １ ０ １ に 衝 突 し た と き 、 第 １ 支 持 部 材 ２ は 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ に  
対 し て 、 移 動 方 向 に お い て 第 １ 側 に 相 対 移 動 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 １ 支 持 部 材 ２ は 、 例 え ば 、 １ 枚 の 第 １ プ レ ー ト ２ １ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 第 １ プ  
レ ー ト ２ １ は 、 第 １ 摩 擦 面 ２ ２ を 有 し て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ プ レ ー ト ２ １  
は 、 一 対 の 第 １ 摩 擦 面 ２ ２ を 有 し て い る 。 第 １ プ レ ー ト ２ １ は 、 例 え ば 、 鋼 材 、 ア ル ミ ニ  
ウ ム 、 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 な ど の 金 属 に よ っ て 形 成 し た り 、 樹 脂 な ど に よ っ て 形 成 し た  
り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ２ 及 び 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 １ プ レ ー ト ２ １ は 、 第 １ 長 孔 ２ ３ を 有 し て い る 。 第 １ 長  
孔 ２ ３ は 、 第 １ 支 持 部 材 ２ と 第 ２ 支 持 部 材 ３ と が 相 対 移 動 す る 方 向 に 延 び て い る 。 す な わ  
ち 、 第 １ 長 孔 ２ ３ の 長 手 方 向 は 、 移 動 方 向 に 沿 っ て い る 。 具 体 的 に は 、 第 １ 長 孔 ２ ３ は 、  
水 平 方 向 に 延 び て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ 長 孔 ２ ３ は 、 移 動 体 １ ０ ０ の 前 後 方  
向 に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 第 １ 長 孔 ２ ３ は 、 第 １ 端 部 ２ ３ １ と 第 ２ 端 部 ２ ３ ２ と を 有 し て い る 。 第 １ 端 部 ２ ３ １ は  
、 移 動 方 向 に お い て 、 第 １ 側 に 配 置 さ れ る 。 第 ２ 端 部 ２ ３ ２ は 、 軸 方 向 に お い て 、 第 ２ 側  
に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ 長 孔 ２ ３ は 、 後 述 す る 軸 部 ４ １ ２ の 直 径 以 上 の 幅 ｗ １ を 有 し て い る 。 第 １ 長 孔 ２ ３  
の 幅 ｗ １ は 、 軸 部 ４ １ ２ の 直 径 と ほ ぼ 同 じ か 、 そ れ よ り わ ず か に 大 き い 。 な お 、 第 １ 長 孔  
２ ３ の 幅 ｗ １ と は 、 長 手 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 寸 法 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 第 １ プ レ ー ト ２ １ は 、 第 ２ 長 孔 ２ ４ を 有 し て い る 。 第 ２ 長 孔 ２ ４ は 、 第 １ 長 孔 ２ ３ の 第  
２ 端 部 ２ ３ ２ か ら 軸 方 向 の 第 ２ 側 に 延 び て い る 。 第 ２ 長 孔 ２ ４ は 、 移 動 方 向 に お い て 、 第  
１ 長 孔 ２ ３ と 連 通 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ２ 長 孔 ２ ４ は 、 軸 部 ４ １ ２ の 直 径 よ り も 小 さ い 幅 ｗ ２ を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 第 ２  
長 孔 ２ ４ の 幅 ｗ ２ は 、 第 １ 長 孔 ２ ３ の 幅 ｗ １ よ り も 小 さ い 。 こ の た め 、 第 １ 長 孔 ２ ３ と 第  
２ 長 孔 ２ ４ と の 間 に は 段 差 が 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 第 ２ 長 孔 ２ ４ の 幅 ｗ ２ と は 、 長 手 方  
向 と 直 交 す る 方 向 の 寸 法 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ［ 第 ２ 支 持 部 材 ］
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ は 移 動 本 体 部 １ １ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 第  
２ 支 持 部 材 ３ は 、 移 動 本 体 部 １ １ と 一 つ の 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ て い て も よ い 。 詳 細 に は  
、 第 ２ 支 持 部 材 ３ は 、 移 動 本 体 部 １ １ の 外 装 又 は フ レ ー ム な ど を 構 成 す る 部 品 の 一 部 で あ  
っ て も よ い 。 ま た 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ は 、 別 の 部 材 を 介 し て 移 動 本 体 部 １ １ に 取 り 付 け ら れ  
て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 第 ２ 支 持 部 材 ３ は 、 第 １ 支 持 部 材 ２ に 対 し て 、 相 対 移 動 す る よ う に 配 置 さ れ て い る 。 具  
体 的 に は 、 移 動 体 １ ０ ０ が 被 衝 突 体 １ ０ １ に 衝 突 し た と き 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ は 、 第 １ 支 持  
部 材 ２ に 対 し て 、 移 動 方 向 に お い て 第 ２ 側 に 相 対 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 第 ２ 支 持 部 材 ３ は 、 例 え ば 、 ２ 枚 の 第 ２ プ レ ー ト ３ １ に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 こ の ２  
枚 の 第 ２ プ レ ー ト ３ １ は 、 第 １ プ レ ー ト ２ １ を 挟 む よ う に 配 置 さ れ て い る 。 ２ 枚 の 第 ２ プ  
レ ー ト ３ １ の そ れ ぞ れ は 、 第 ２ 摩 擦 面 ３ ２ を 有 し て い る 。 第 ２ 摩 擦 面 ３ ２ は 、 第 １ プ レ ー  
ト ２ １ の 第 １ 摩 擦 面 ２ ２ と 接 触 し て い る 。 第 ２ プ レ ー ト ３ １ は 、 例 え ば 、 鋼 材 、 ア ル ミ ニ  
ウ ム 、 又 は ア ル ミ ニ ウ ム 合 金 な ど の 金 属 に よ っ て 形 成 し た り 、 樹 脂 な ど に よ っ て 形 成 し た  
り す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
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　 第 ２ 支 持 部 材 ３ は 、 貫 通 孔 ３ ３ を 有 し て い る 。 貫 通 孔 ３ ３ は 、 第 １ 長 孔 ２ ３ と 対 向 す る  
よ う に 配 置 さ れ て い る 。 貫 通 孔 ３ ３ は 、 第 １ 長 孔 ２ ３ の 第 １ 端 部 ２ ３ １ と 対 向 し て い る 。  
こ の 貫 通 孔 ３ ３ は 、 正 面 視 に お い て 、 円 形 状 で あ る 。 貫 通 孔 ３ ３ の 直 径 は 、 第 １ 長 孔 ２ ３  
の 幅 ｗ １ と 略 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ［ 摩 擦 機 構 ］
　 摩 擦 機 構 ４ は 、 第 １ 支 持 部 材 ２ と 第 ２ 支 持 部 材 ３ と が 互 い に 相 対 移 動 す る と き に 第 １ 摩  
擦 面 ２ ２ と 第 ２ 摩 擦 面 ３ ２ と の 間 で 摩 擦 力 を 発 生 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 本 実 施 形  
態 で は 、 摩 擦 機 構 ４ は 、 締 結 部 材 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 摩 擦 機 構 ４ は 、 第 １ 支 持 部 材 ２ と 第 ２ 支 持 部 材 ３ と を 締 結 し て い る 。 す な わ ち 、 摩 擦 機  
構 ４ は 、 第 １ プ レ ー ト ２ １ と 一 対 の 第 ２ プ レ ー ト ３ １ と を 締 結 し て い る 。 摩 擦 機 構 ４ は 、  
ボ ル ト ４ １ と ナ ッ ト ４ ２ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 ボ ル ト ４ １ は 、 頭 部 ４ １ １ と 軸 部 ４  
１ ２ と を 有 し て い る 。 ボ ル ト ４ １ の 軸 部 ４ １ ２ は 、 第 １ 長 孔 ２ ３ と 、 一 対 の 貫 通 孔 ３ ３ と  
を 貫 通 す る よ う に 延 び て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 摩 擦 機 構 ４ に よ っ て 締 結 さ れ る こ と に よ り 、 第 １ 支 持 部 材 ２ と 第 ２ 支 持 部 材 ３ と が 互 い  
に 近 づ く 方 向 に 荷 重 が 掛 か っ て い る 。 こ の た め 、 第 １ 摩 擦 面 ２ ２ と 第 ２ 摩 擦 面 ３ ２ と は 互  
い に 押 圧 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ［ 動 作 ］
　 上 述 し た よ う に 構 成 さ れ た 移 動 体 １ ０ ０ の 緩 衝 機 構 １ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず  
、 移 動 体 １ ０ ０ が 被 衝 突 体 １ ０ １ に 衝 突 す る と 、 接 触 部 材 １ ２ を 介 し て 第 １ 支 持 部 材 ２ に  
荷 重 が 掛 か る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 支 持 部 材 ２ は 、 移 動 方 向 の 第 １ 側 に 移 動 す る 。 す な わ ち  
、 緩 衝 機 構 １ ０ は 、 図 ２ の 状 態 か ら 図 ４ の 状 態 （ 図 ３ の 状 態 か ら 図 ５ の 状 態 ） に 遷 移 す る  
。 な お 、 こ の 衝 突 時 に 接 触 部 材 １ ２ に 加 わ る エ ネ ル ギ ー Ｅ ｋ （ Ｊ ） は 、 以 下 の 式 （ １ ） で  
表 す こ と が で き る 。
Ｅ ｋ ＝ １ ／ ２  × Ｍ  ×  Ｖ ２   ・ ・ ・ （ １ ）
こ こ で 、 Ｍ （ ｋ ｇ ） は 、 移 動 体 １ ０ ０ の 質 量 を 示 し 、 Ｖ （ ｍ ／ ｓ ） は 、 被 衝 突 体 １ ０ １ に  
対 す る 移 動 体 １ ０ ０ の 衝 突 直 前 の 相 対 速 度 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 １ 支 持 部 材 ２ は 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ に 対 し て 、 移 動 方 向 の 第 １ 側 に 相 対 移 動 す る 。 一 方  
、 第 ２ 支 持 部 材 ３ は 、 第 １ 支 持 部 材 ２ に 対 し て 、 移 動 方 向 の 第 ２ 側 に 相 対 移 動 す る 。 な お  
、 本 実 施 形 態 で は 、 移 動 本 体 部 １ １ を 基 準 と し た と き 、 第 １ 支 持 部 材 ２ は 移 動 す る が 、 第  
２ 支 持 部 材 ３ は 移 動 し な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 以 上 の よ う に 第 １ 支 持 部 材 ２ と 第 ２ 支 持 部 材 ３ と が 互 い に 相 対 移 動 す る こ と で 、 第 １ 摩  
擦 面 ２ ２ と 第 ２ 摩 擦 面 ３ ２ と の 間 に 摩 擦 力 が 発 生 す る 。 な お 、 こ の 摩 擦 力 Ｆ （ Ｎ ） は 、 以  
下 の 式 （ ２ ） の よ う に し て 表 す こ と が で き る 。
　 Ｆ ＝ μ  × Ｎ   ・ ・ ・ （ ２ ）
こ こ で 、 μ は 第 １ 摩 擦 面 ２ ２ と 第 ２ 摩 擦 面 ３ ２ と の 間 の 摩 擦 係 数 を 示 し 、 Ｎ （ Ｎ ） は 締 結  
力 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 、 摩 擦 力 が 掛 か っ た 状 態 で 、 第 １ 支 持 部 材 ２ は 図 ２ の 状 態 か ら 図 ４ の 状 態  
ま で 移 動 す る 。 こ の 過 程 に お い て 、 以 下 の 式 （ ３ ） で 示 す 熱 エ ネ ル ギ ー Ｅ ｆ （ Ｊ ） が 発 生  
す る 。
Ｅ ｆ ＝ Ｆ  × Ｌ  ×  Ｓ   ・ ・ ・ （ ３ ）
こ こ で 、 Ｆ は 上 記 式 （ ２ ） で 示 す 摩 擦 力 で あ る 。 ま た 、 Ｌ （ ｍ ） は 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ に 対  
す る 第 １ 支 持 部 材 ２ の 相 対 移 動 距 離 を 示 し 、 Ｓ （ 面 ） は 摩 擦 面 数 を 示 す 。 な お 、 本 実 施 形  
態 で は 、 摩 擦 面 数 Ｓ は 、 ２ 面 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う に 、 衝 突 時 の エ ネ ル ギ ー Ｅ ｋ は 、 熱 エ ネ ル ギ ー Ｅ ｆ に 変 換 さ れ る こ と で 吸 収 さ  
れ る 。 ま た 、 衝 突 時 の エ ネ ル ギ ー Ｅ ｋ の 方 が 熱 エ ネ ル ギ ー Ｅ ｆ よ り も 大 き い 場 合 、 緩 衝 機  
構 １ ０ は 、 図 ５ の 状 態 か ら さ ら に 図 ６ の 状 態 へ と 遷 移 す る 。 す な わ ち 、 摩 擦 機 構 ４ の 軸 部  
４ １ ２ は 、 第 ２ 長 孔 ２ ４ の 幅 ｗ ２ が 拡 が る よ う に 第 １ プ レ ー ト ２ １ を 塑 性 変 形 さ せ な が ら  
、 第 １ プ レ ー ト ２ １ に 対 し て 移 動 方 向 の 第 ２ 側 に 相 対 移 動 す る 。 こ れ に よ り 、 衝 突 時 の エ  
ネ ル ギ ー Ｅ ｋ を さ ら に 吸 収 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ［ 変 形 例 ］
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な  
く 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 限 り に お い て 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
変 形 例 １
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ は ２ 枚 の 第 ２ プ レ ー ト ３ １ に よ っ て 構 成 さ れ て い た  
が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ は 、 １ 枚 の 第 ２ プ  
レ ー ト ３ １ に よ っ て 構 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 摩 擦 面 数 は １ 面 と な る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
変 形 例 ２
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 支 持 部 材 ２ は 、 １ 枚 の 第 １ プ レ ー ト ２ １ に よ っ て 構 成 さ れ て い  
た が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 １ 支 持 部 材 ２ は 、 ２ 枚 の 第 １  
プ レ ー ト ２ １ に よ っ て 構 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 摩 擦 面 数 は ３ 面 と な る 。 同 様 に  
、 第 １ 支 持 部 材 ２ の 第 １ プ レ ー ト ２ １ の 数 を ３ 枚 以 上 に し て も よ い し 、 そ れ に 合 わ せ て 、  
第 ２ 支 持 部 材 ３ の 第 ２ プ レ ー ト ３ １ の 数 を ３ 枚 以 上 に し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 摩 擦 面 数  
を さ ら に 増 や す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
変 形 例 ３
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 支 持 部 材 ２ を 接 触 部 材 １ ２ に 取 り 付 け 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ を 移 動  
本 体 部 １ １ に 取 り 付 け て い た が 、 緩 衝 機 構 １ ０ の 構 成 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 第  
１ 支 持 部 材 ２ を 移 動 本 体 部 １ １ に 取 り 付 け 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ を 接 触 部 材 １ ２ に 取 り 付 け て  
も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
変 形 例 ４
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 摩 擦 機 構 ４ と し て 、 ボ ル ト 及 び ナ ッ ト を 例 示 し て い る が 、 摩 擦 機 構  
４ の 構 成 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 摩 擦 機 構 ４ は 、 リ ベ ッ ト な ど 他 の 締 結 部 材 に よ  
っ て 構 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 摩 擦 機 構 ４ は 、 締 結 部 材 以 外 で あ っ て も よ い 。 例 え ば  
、 摩 擦 機 構 ４ は 、 皿 バ ネ な ど の よ う に 、 第 １ 支 持 部 材 ２ と 第 ２ 支 持 部 材 ３ と を 互 い に 近 づ  
け る 方 向 に 付 勢 す る よ う な 付 勢 部 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
変 形 例 ５
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ は 、 円 形 状 の 貫 通 孔 ３ ３ を 有 し て い る が 、 第 ２ 支 持  
部 材 ３ の 構 成 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ３ は 、 長 孔 で あ  
っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 詳 細 に は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ の 貫 通 孔 ３ ３ は 、 第 １ 支 持 部 材 ２ の 第 １  
長 孔 ２ ３ と 同 様 の 形 状 で あ っ て も よ い 。 す な わ ち 、 貫 通 孔 ３ ３ は 、 移 動 方 向 に 沿 っ て 長 手  
方 向 を 有 し て い る 。 貫 通 孔 ３ ３ の 幅 ｗ ３ は 、 第 １ 長 孔 ２ ３ の 幅 ｗ １ と 略 同 じ で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 貫 通 孔 ３ ３ は 、 第 ３ 端 部 ３ ３ １ と 第 ４ 端 部 ３ ３ ２ と を 有 し て い る 。 第 ３ 端 部 ３ ３ １ は 、  
移 動 方 向 に お い て 、 第 １ 側 に 配 置 さ れ る 。 第 ４ 端 部 ３ ３ ２ は 、 軸 方 向 に お い て 、 第 ２ 側 に  
配 置 さ れ る 。 貫 通 孔 ３ ３ の 第 ４ 端 部 ３ ３ ２ が 、 第 １ 長 孔 ２ ３ の 第 １ 端 部 ２ ３ １ と 対 向 す る  
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よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 第 ２ プ レ ー ト ３ １ は 、 第 ２ 貫 通 孔 ３ ４ を 有 し て い て も よ い 。 第 ２ 貫 通 孔 ３ ４ は 、  
貫 通 孔 ３ ３ の 第 ３ 端 部 ３ ３ １ か ら 軸 方 向 の 第 １ 側 に 延 び て い る 。 第 ２ 貫 通 孔 ３ ４ は 、 移 動  
方 向 に お い て 、 貫 通 孔 ３ ３ と 連 通 し て い る 。 第 ２ 貫 通 孔 ３ ４ の 幅 ｗ ４ は 、 第 ２ 長 孔 ２ ４ の  
幅 ｗ ２ と 略 同 じ で あ る 。 な お 、 第 ２ プ レ ー ト ３ １ は 、 第 ２ 貫 通 孔 ３ ４ を 有 し て い な く て も  
よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
変 形 例 ６
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 移 動 体 １ ０ ０ は 、 一 つ の 緩 衝 機 構 １ ０ を 備 え て い る が 、 複 数 の 緩 衝  
機 構 １ ０ を 備 え て い て も よ い 。 こ の 場 合 、 緩 衝 機 構 １ ０ は 、 移 動 本 体 部 １ １ の 前 方 、 側 方  
の そ れ ぞ れ に 設 け ら れ て い て も よ い し 、 前 方 の み に 設 け ら れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
変 形 例 ７
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 第 １ 支 持 部 材 ２ は 、 第 １ 長 孔 ２ ３ 及 び 第 ２ 長 孔 ２ ４ が 形 成 さ れ た 第  
１ プ レ ー ト ２ １ に よ っ て 構 成 さ れ て い る が 、 第 １ 支 持 部 材 ２ の 構 成 は こ れ に 限 定 さ れ な い  
。 例 え ば 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 第 １ 支 持 部 材 ２ は 、 第 １ 長 孔 ２ ３ 及 び 第 ２ 長 孔 ２ ４ が 形  
成 さ れ て い な い 第 １ プ レ ー ト ２ １ に よ っ て 構 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ の 場 合 、 第 ２ 支 持 部 材 ３ は 、 第 １ プ レ ー ト ２ １ を 挟 む 一 対 の 第 ２ プ レ ー ト ３ １ に よ っ  
て 構 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 摩 擦 機 構 ４ は 、 一 対 の 第 ２ プ レ ー ト ３ １ が 互 い に 近 づ く よ う  
に 一 対 の 第 ２ プ レ ー ト ３ １ を 締 結 す る こ と に よ っ て 、 第 １ 摩 擦 面 ２ ２ と 第 ２ 摩 擦 面 ３ ２ と  
の 間 で 摩 擦 力 を 発 生 さ せ る 。 な お 、 摩 擦 機 構 ４ の 軸 部 ４ １ ２ は 、 第 １ プ レ ー ト ２ １ を 避 け  
る よ う に 延 び て い る 。 ま た 、 摩 擦 機 構 ４ は 、 締 結 部 材 で は な く 、 一 対 の 第 ２ プ レ ー ト ３ １  
が 互 い に 近 づ く よ う に 一 対 の 第 ２ プ レ ー ト ３ １ を 付 勢 す る 付 勢 部 材 で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
２       ： 第 １ 支 持 部 材
２ １       ： 第 １ プ レ ー ト
２ ２       ： 第 １ 摩 擦 面
２ ３       ： 第 １ 長 孔
２ ３ １       ： 第 １ 端 部
２ ３ ２       ： 第 ２ 端 部
２ ４       ： 第 ２ 長 孔
３       ： 第 ２ 支 持 部 材
３ １       ： 第 ２ プ レ ー ト
３ ２       ： 第 ２ 摩 擦 面
３ ３       ： 貫 通 孔
４       ： 摩 擦 機 構
４ １ ２   ： 軸 部
１ ０     ： 緩 衝 機 構
１ １     ： 移 動 本 体 部
１ ２     ： 接 触 部 材
１ ０ ０   ： 移 動 体
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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